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 6月16日、東京武道館にて開催された日本拳法第32回全
国大学選抜選手権大会において、体育会拳法部が女子の部で
団体準優勝、男子の部で団体3位入賞の好成績を収めた。
 また、技能賞に岡本敦美さん（文4）、敢闘賞に植田甫空杜
さん（法1）が選ばれ、全部員で喜びを分かち合った。

　6月7日～9日、神奈川県・
Shonan BMWスタジアム平塚で
開催された2019日本学生陸上競
技個人選手権大会の男子100m
において、体育会陸上競技部の
坂井隆一郎さん（人4）が優勝に輝
いた。坂井さんは準決勝で自己ベ
ストを更新し、日本学生歴代7位
となる10秒12をマーク。決勝で
は2位と0.01秒差の大接戦を制

して表彰台の中央に立ち「自分の走りができたらと思ってい
た。緊張より楽しさの方がありました」と声を弾ませた。

データサイエンティスト育成プログラムを新設
AIを使いこなすスペシャリストを創出する

 関西大学システム理工学部では、正規教育課程の一環とし
て、本格的なAI人材を創出する「データサイエンティスト育
成プログラム」を2020年度4月から開始する。
 本プログラムは、企業と連携しながら、大学のデータサイ
エンス教育に柔軟に取り組むことのできる教育システム。ま
ず電気電子情報工学科で導入し、20人程度の人材輩出を目指
す。対象学科は順次拡大していく予定。
 学生は1年次でデータサイエンティストに必要不可欠なコ
ンピューター科学の基礎や実装のためのプログラミング技術、
データサイエンスの基礎技術を習得。2、3年次でAI・IoTを
モノづくりに活用するための応用技術を磨く。4年次にはプ
ロジェクトチームによる技術開発や企業での開発インターン
シップを通じて、実践的なAI・IoT技術を習得する。
 一方で、AI人材の芽を育てる取り組みとして17年から高
校生向けデータサイエンスセミナーを開講。これまで、武庫
川女子大学附属中学校高等学校などの5校でプログラミング
コース、ロボット専門コースを開講し、2年間で既に110人
の生徒が受講している。大学教育の入門編として高等学校と、
実践編として企業と連携したこれらの取り組みは、国内初の
試みとして注目されている。

体育会拳法部が全国大学選抜選手権大会で
女子団体準優勝、男子団体3位入賞

体育会ソフトテニス部の中﨑・竹田ペアが
西日本学生選手権大会で初優勝！

 7月6日～9日に鳥取県の
コカ・コーラボトラーズジャ
パンスポーツパークで行われ
た西日本学生ソフトテニス選
手権大会の女子ダブルスの部
において、体育会ソフトテニ
ス部の中﨑萌さん（文4）・竹
田真樹さん（社1）ペアが初優
勝を果たした。ソフトテニス
部が同大会女子の部で優勝す
るのは、2015年以来の快挙。
中﨑さんは「優勝を目標にしてはいたが、目の前のことだけ
を考えていたら優勝することができた」、竹田さんは「優勝で
きるとは思っていなかったのでうれしい」と、笑顔で語った。

環境都市工学部の西澤英和教授が、日本建築学会賞を受賞
木造建築の耐震工法に新たな視点をもたらす

　環境都市工学部の西
澤英和教授が、2019年
日本建築学会賞（論文）
を受賞し、5月30日東
京・港区の建築会館ホー
ルで授賞式が行われた。
　本賞は、建築に関す
る学術の発展向上に寄
与する優れた論文に授
与されるもの。西澤教
授には2012年度にも
「旧日本銀行岡山支店
の再生・活用に至る一
連の活動」で日本建築
学会賞（業績）が授与さ
れており、今回が2度目
の受賞となる。

 西澤教授は、論文「耐震木造技術の近現代史」で、木造建
築の耐震工法において、現代木造建築が伝統木造建築から学
ぶべき事項を分析。木造の耐震技術の発展に大きな示唆を与
えるとともに近代建築史に新しい視点を開き、建築学全体に
多大な影響を与えたことが高く評され、今回の受賞に至った。

日本学生陸上競技個人選手権大会の男子100mで
坂井隆一郎さんが優勝！

（写真提供：関大スポーツ編集局）
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西日本学生選手権女子の部で優勝した
中﨑萌さん（右）と竹田真樹さん
（写真提供：関大スポーツ編集局）
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